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また、当公社が掲げるDXは、単なる技術導入にとどまらず、新たな

価値の創造を可能とする強固な組織としての進化の礎となるものと

確信しています。

取組の過程においては、多くの試行錯誤や予期せぬ困難への対応

を余儀なくされることもあるかもしれません。「広島高速ＤＸプラン」

の実現に向け、職員一人ひとりの積極的な取組と意識改革、なに

より職員一丸となって失敗を恐れず挑戦し続けることが重要である

と考えています。

広島高速道路は、DXの推進を通じ、これまで以上に広島都市圏

の発展に寄与する重要な基盤として、地域社会とともにさらなる成長

を続けます。

近年、デジタル技術は想像を超えるスピードで進化を続け、社会に

様々な変革をもたらしています。AI、 IOTなどの技術革新は、高速

道路を取り巻く社会情勢にも大きな影響を与え、私たちは、こうした

変化に柔軟に対応していく必要があります。

構造物の老朽化、深刻化する技術人材不足のほか、働き方改革へ

の対応など、克服すべき課題に対し、従来の管理・運営手法のままで

は良質な道路サービスの持続的な提供が困難になることが見込まれ、

強い危機感を抱いています。

こうした中、広島高速道路は次世代インフラへの進化が不可避で

あると考え、このたび、「広島高速DXプラン」を策定し、組織横断的

な取組を進めることとしました。

本プランは、実行計画である中期経営計画と連携して、経営理念

である 『広域的な経済活動と安全・安心を支える道路サービスを

持続的かつ効率的に提供し、 活力とにぎわいのある広島都市圏へ

の発展に貢献する』ことを目指すものとして、DXの視点から広島

高速道路の特徴や当公社を取り巻く社会環境の変化を踏まえた

交通、建設、保全、経営の４つの視点から課題を整理し、 データと

デジタル技術の活用・高度化による具体的な施策・取組をまとめた

ものです。

本プランに基づき、今後、道路・交通状況のリアルタイム監視、

データ解析に基づく予防保全、 ドローンによるインフラ点検など、

先進技術の導入や自動運転をはじめとする新たなモビリティサービス

への対応など、より高度な道路サービスの提供を担って参ります。
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利用方法や利用頻度に
応じた割引 等

出入口付近の案内標識、
主要地までの距離表示 等

暫定２車線区間の
４車線化 等

高速４号線の
山陽自動車道直結、
広島市中心部への
アクセス性向上 等

通過予測時間の提供
リアルタイムの渋滞、
規制情報の提供 等

日常的な利用が
可能な通行料金の

設定 等

温品ＰＡへの
電気自動車用充電設備

等
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フリーアドレス制の導入

オフィス以外の業務拠点の設置

強制的に退社させる仕組み導入

従業員の意識改革やマネジメン

ト研修の実施

業務フローの見直しや業務改善

の実施

フレキシブルタイム制(時差出

勤も含む)の導入

テレワークの導入

-12 8 28 48 68

67.2%

39.9%

30.7%

21.9%

21.8%

17.8%

15.1%
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2020年 2030年 2040年 2050年 2060年 2070年
2020年 2070年

7,509万人

4,535万人
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